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熊本県教育旅行受入促進協議会

202３.８ 熊本県観光連盟
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・１ 7月15日 熊本地震 震災ミュージアム

(体験・展示施設) 「KIOKU」グランドオープン

（阿蘇ファームランド近く、旧東海大学阿蘇キャンパス横）

・２ 7月15日 南阿蘇鉄道 「立野駅ー高森駅」全線開通

ワンピース×南阿蘇鉄道コラボ列車

「サニー号トレイン」が運航開始

・３ 阿蘇火山博物館

くまもと水プログラムのフィールドワーク

新たに受け入れ開始
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New Topics！



熊本地震震災ミュージアム「記憶の廻廊」について

熊本地震震災ミュージアムとは

【熊本地震震災ミュージアムの実現に向けた基本方針】平成30年３月策
定

◆基本コンセプト
・ 熊本地震の経験や教訓を学び、風化させずに後世に伝承
・ 今後の大規模自然災害に向けた防災対応の強化
・ 熊本の自然特性を学び、改めて自然を畏れ、郷土を愛する心を育成
・ 国内外からの交流人口の拡大を図り、被災地域、ひいては本県の更なる発展につなげる

◆震災ミュージアムの形態
熊本地震の特徴を踏まえ、広範囲にわたり出現した断層帯にそって点在する震災遺構と
地域の拠点など熊本地震の痕跡を遺すものをつなぎ広域的にめぐる
「回廊形式」のフィールドミュージアムとする。

◆震災ミュージアムの構成
・震災遺構など
・県が広域的な視点から熊本地震全体に関する情報を効果的に発信するために整備する
「中核拠点」、市町村がそれぞれの視点から情報を発信するために整備する「地域の拠点」

・既存の文化交流施設、企業活動の場など熊本地震の痕跡を残すもの 等

平成28年熊本地震の記憶や経験、教訓を確実に後世に伝承し、今後いつどこで起こるか分から
ない大規模地震災害に備えるため、県内に点在する震災遺構等を活用した回廊形式のフィールド
ミュージアムを実現する。

⇒ この取組を通して交流人口の拡大を図り、被災地域ひいては本県の更なる発展に繋げる

熊本地震の震災遺構

◆震災遺構 ５８ 件（令和３年11月現在）

旧阿蘇大橋の橋桁
（南阿蘇村）

国指定天然記念物 布田川断層
（益城町）

瀬田神社と巨石
（大津町）

ガードパイプ
（西原村）

旧東海大学阿蘇校舎１号館
（南阿蘇村）

犀角山付近の地表地震断層
（南阿蘇村）

震災ミュージアムの拠点施設

◆地域の拠点 15 施設（令和３年11月現在）

市町村がそれぞれの視点から情報を発信する拠点

県防災センター
（熊本市）

旧東海大学阿蘇キャンパス
（南阿蘇村）

◆中核拠点 ２ 施設（令和３年11月現在）

県が広域的な視点から熊本地震全体に関する情報を発信する拠点

熊本城
（熊本市）

小森仮設団地みんなの家
（西原村）

街なかギャラリー
（御船町）

旧長陽西部小学校
（南阿蘇村）



2023年7月開館：熊本地震震災ミュージアムKIOKU



2023年7月開館：熊本地震震災ミュージアムKIOKU

「その時」の

記憶をたどる

熊本の

大地を知る

自然とともに

生きるためには

展示の構成

災害を“自分事”として捉えてもらうために



2023年7月開館：熊本地震震災ミュージアムKIOKU

✓ あなたはその時、まず誰にどうやって連絡しますか？

✓ 同じ地震なのに、被害が違うのはなぜだろうか？

✓ あなたは今、災害時に役立つ何かをもっていますか？

あなたへの問い



南阿蘇防災教育プログラム（KIOKU見学を含む）

2016年に発生した熊本地震では、未曾有の2度の震度7の揺れにより大きな被害が発生しました。中でも阿蘇エリアでは地震動による山腹崩壊や地すべりなどの

山間地特有の現象により、家屋の倒壊に加えて道路や橋梁等の交通インフラにも甚大な被害が発生しました。その数千年に一度といわれる直下型の大地震の

被害の大きさや教訓を後世に伝えていくため、熊本県内では中核拠点となる体験展示施設の開設および震災遺構の保存が行われています。

本プログラムでは、体験展示施設にて地震のメカニズムや被害の全体像を学び、また震災遺構「地表地震断層と倒壊した東海大学1号館」「大規模斜面崩落と崩

落した旧阿蘇大橋の橋桁」をご覧いただきながらガイドの案内を受けて、防災・減災への意識を高めていただきます。

【受入人数】 通年30～160人（1～4クラス程度） 【所要時間】 120～150分 （遺構間の移動を含む）

【実施場所】 熊本地震震災ミュージアム体験展示施設 （南阿蘇村河陽5435-1）、数鹿流崩之碑展望所

【料 金】 小学生1,000円／中高生1,100円（展示施設入館料、資料代、ガイド代等を含む）

【申込問合】 一般社団法人みなみあそ観光局 （MAIL: kioku@minamiaso.info ／ TEL: 0967-65-8065）

■本プログラムのポイント

熊本地震震災ミュージアム 体験展示施設 （約60分）
大地が動くメカニズムから、熊本地震当時の各地の被災の様子、
そして自然と共生するための知恵について学ぶことができます。

震災遺構①：旧東海大学阿蘇キャンパス （約20分）
キャンパス内に想定外に現れた地表表層断層と、被災した鉄筋
コンクリート造りの旧１号館を見て、地震による被害の凄まじさや
耐震構造の重要性を感じることができます。

震災遺構②：数鹿流崩之碑展望所 （約30分）
熊本地震で発生した最大級の斜面崩壊。その斜面崩壊の跡、崩
落した旧阿蘇大橋の橋桁、そして地震に強い橋となった新阿蘇
大橋を見て、被災と創造的復興について学ぶことができます。

■学習のみちしるべ

下記テーマで事前・事後学習を行うことで、熊本地震の理解を深め、地震災害の「自分ごと化」を進めることができます。

• 他の日本の大規模地震（例：阪神・淡路大震災、東日本大震災など）と比較して、熊本地震の特徴をまとめよう

• 自分の住む場所の土地の成り立ち、自然災害の歴史やハザードマップ、自然災害伝承碑などを調べてみよう

• 「生き残るための備え（命を守る備え）」と「生き残った後の備え（避難生活への備え）」について、自分自身ができる
こと、習得しておくべきことを考えてみよう

体験展示施設の館内展示見学 体験展示施設の館内展示見学 崩落した旧阿蘇大橋の橋桁

地表地震断層ガイドによる案内

大規模斜面崩落

熊本地震震災ミュージアム 体験展示施設KIOKU



熊本地震震災遺構周遊アプリ

IKOU⇒

ワンピース
「麦わらの一味」

熊本の復興を手助けしたいという熊
本県出身の漫画家 尾田栄一郎先生
の思いから始まった「ONE PIECE熊
本復興プロジェクト」。2018年には
常設では世界初となるルフィ像が県
庁に設置。昨年「麦わらの一味」の
像が県内各地に計９体設置完了。

熊本復興プロジェクト
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The New Progurams In Kuma Ville



教育旅行事前・事後学習用ワークブック完成

↓プログラム紹介動画はこちら↓

◆ポイント
    ①先ずは熊本県を知ろう！
    ②火、水、人の3つの物語を紹介⇒③研究スポット紹介
    ④「熊本×探求」学習⇒⑤あなたの地域のSDGｓ探求

熊本県教育旅行サイトよりダウンロードして活用ください。

↓プログラムサイト↓



教師用指導解説書付き

熊本×探究
～地域の成り立ちを考えて

SDGsを見つめよう～
【教師用指導解説書】

◆ポイント
この資料では、実際の授業の進め方について、コマごとの説明をしています。
実際の学校での進行によって柔軟な対応が必要になると思いますので、
参考としてお使いください。
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